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いのちというのは、ほんとうに不思議である。あると

ないとでは大変な違いだが、それを目に見ることも手

にふれることもできない。生が死によって支えられて

いる、生は死の裏づけによって意味を深くする、と言

われるが、死の裏づけとしての生は考えられるだろう

か。こう考えると、死の重さが実感される。現代人に

とって死の受容は大変な課題である。 


